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問題４ 

むかし、ロシアに本当に

あった税は？ 
 

①まゆげ税  

②まつげ税 

③ひげ税 

 

③ ひげ税 
 

１７００年頃、ロシア人は『ひげは人間を神に

似せるもの』として好んではやしていました

が、先進的国家を目指すピョートル１世は 

『ひげは悪習』 としてそらせたかったので、生

やしている人には高い税金をかけました。当

時のロシアはスウェーデンとの戦争を続けて

おり、軍事費のためにも税金が必要でした。 

問題３ 

むかし、ヨーロッパのトラン

プで、【スペードＡ】のカード

が持っていた特別な意味と

は何？ 
 

①豊作を願うお守り 

②このカードを引いたら税

金が免除された 

③税金を納めた証明書 

③ 税金を納めた証明書 
 

18世紀のイングランドでは、トランプ１組ずつに

税金がかけられ、納税済みのトランプには【ス

ペードA】のカードに証明印を押しました。その

後、証明印の偽造防止のために、どんどん複

雑で美しいデザインに変わっていきました。現

在のトランプでも、スペードＡが美しくデザイン

されているのはその頃の名残です。 

問題２ 

明治時代の日本に本当

にあった税は？ 
 

①うさぎ税 

②たぬき税 

③きつね税 

①うさぎ税 
 

明治時代、外国から輸入した珍しいうさぎが

ブームとなり、高い値段で売り買いされました。

東京都は、自分の仕事を忘れてウサギ飼育を

する人達の熱を冷まそうと、うさぎ１羽につき毎

月１円（現在の価値で1万円くらい）の税金をか

けました。 

② かえる税 
 

中世のフランスで、堀のかえるがケロケロ鳴

いて領主の睡眠を妨げるので、領民が毎晩

こうたいで水面をたたき、かえるが鳴くのを

止めさせる役目がありました。その役目をす

る事、または役目の代わりにお金を納める

事が「かえる税」でした。 領民もかえるも大

変でしたね。  

問題１ 

むかし、フランスに本当

にあった税は？ 
 

①へび税 

②かえる税  

③とかげ税 

 

問題５ 

今の日本で、本当にある

税金はどれ？ 
 

①あん税 

②とん税 

③びん税 

② とん税 
 

とん税とは、外国の貿易船が日本の港に入

港したときに、その外国貿易船にかけられる

日本の国税です。船の大きさ（総トン数）に

よって、「１トンあたり△△円」という形で税額

が決められています。 
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